
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本シンポジウムが、第５回アフリカ開発会議の公式サイドイベントに認定されました。

「女性の活躍」をキーワードに多彩な参加者の方々と「ともに成長するパートナー」ア

フリカと日本の未来を考えます。シンポジウムでは、講演に立つマラウイ共和国の女性

大統領から女性のエンパワメントに向けた熱いメッセージをいただくとともに、アフリ

カの女性起業家や支援組織の方々等によるパネルディスカッションで、女性の起業や経

済効果について話し合うなど、横浜から世界に女性の元気を発信します。 
 

みなさまの御参加をお待ちしております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【プログラム】 
13：30～14：00 オープニングメッセージ／林文子横浜市長 
14：00～14：50 記念講演 

「マラウイで、アフリカ大陸で、立ち上がる女性
たち ～Our time is now～」 
ジョイス・バンダ マラウイ共和国大統領 

15：00～16：30 パネルディスカッション 
テーマ「女性の起業が経済を元気に」 

[ パ ネ リ ス ト ] オディレ・ガチセ・カテセ氏 
ミツラル・キフレユスス・マチ氏 
ジネット・ウスレ・ヨーマン氏 
林文子横浜市長 

[コーディネーター] 田中 由美子氏 
※登壇者プロフィールは裏面 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

市 民 局 男 女 共 同 参 画 推 進 課 長  二見 尚子 Tel 045-671-3691 

政 策 局 国 際 政 策 課 国 際 事 業 担 当 課 長  内山 幹子 Tel 045-671-2078 

文化観光局コンベンション振興課アフリカ連携担当課長  小菅 貴仁 Tel 045-671-4018 

 

平 成 2 5 年 ４ 月 2 4 日
市 民 局 男 女 共 同 参 画 推 進 課
政 策 局 国 際 政 策 課
文化観光局コンベンション振興課

横 浜 市 記 者 発 表 資 料

 

※取材の際は、当日会場受付までお越しください。

公式サイドイベントに 

認定されました。

第第第５５５回回回アアアフフフリリリカカカ開開開発発発会会会議議議   公公公式式式サササイイイドドドイイイベベベンンントトト

 

◆日時 平成 25 年５月 31 日（金）13 時 30 分～16 時 30 分  

◆会場 パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい１－１－１） 

◆主催 横浜市、外務省（予定）、ＪＩＣＡ（独立行政法人 国際協力機構）

◆後援 内閣府、経済産業省 

◆協力 UN Women（国連女性機関）日本国内委員会 

◆定員 300 人（先着順、事前申込制） ／ ◆参加費 無料 

※申込詳細はチラシをご覧ください。



 

 

 

登壇者プロフィール 

 

○ジョイス・バンダ （マラウイ共和国大統領） 
 
1950 年生まれ。国民議会議員として、ジェンダー・児童福祉・地域サービス大臣や外務大臣を歴任したのち、

2009 年より副大統領を務め、2012 年に大統領に昇格、同国初の女性元首となる。 

５万人もの女性に与信や訓練を行うマラウイビジネス女性協会の議長や事務局長を務めたほか、現在は 41 カ

国で活動しているアフリカ女性起業家連合の創始者であり、1998 年には自らジョイス･バンダ財団を設立して孤

児への中等教育の無償提供や女性の経済進出支援に力を注いでいる。 

ジェンダー･スタディーで学士を取得（2011 年、大西洋国際大学、米国）、2013 年に韓国のジェオニジュ大学

で経済学名誉博士。現在、カナダのロイヤル・ランド大学でリーダーシップに関する修士号の取得中。 

 
○オディレ・ガチレ・カテセ （「プロフェッショナルドリーマーズ」創立責任者） 

 
1976 年ルワンダ生まれ。ルワンダにおける先駆的・感動的な芸術活動を支援するスペース「プロフェッショナ

ルドリーマーズ」の創立責任者。ルワンダ国立大学で経営学・政治学を修めた後、渡仏、パリの演劇学校で演技

等を学ぶ。2003～2010 年にかけて芸術・演劇大学センターのアート･ディレクターを務める傍ら、2004 年には内

戦からの癒しと女性のエンパワーメントを目標とするルワンダ初の女性ドラムグループ「Ingoma Nshya」を立ち

上げ、ルワンダ国内のほかオランダやジンバブエ・南アフリカなどでも公演を行っている。 

Ingoma Nshya は 2010 年、ルワンダ初のアイスクリームショップ「INzozi Nziza (Sweet Dreams)」を起業し、

女性の経済進出を後押ししている。 

 
○ミツラル・キフレユスス・マチ（エコロジカル プロダクツ オブ エチオピア（ECOPIA）CEO） 

 
1968 年エチオピア生まれ。「ピラミッドの底辺における食の安全と起業」に焦点をあてたソーシャル･カンパニ

ー「ECOPIA」の CEO。ドイツの「ユーロ･コンタクト」という国際・ヨーロッパ関係の営業展開にかかるコンサル

タント会社のマネージャーとして活躍する傍ら、2006 年に Ecopia を設立し、有機野菜・化粧品、漢方薬の生産

や流通に務めている。 

エチオピアにおける紛争終結後の武装解除・動員解除・社会復帰（ＤＤＲ）に社会経済額的側面からの豊富な

知見を有する。 
 
○ジネット・ウスレ・ヨーマン（アフリカ開発銀行 品質成果局ジェンダーと社会開発担当課長） 

 
2011年にアフリカ開発銀行のジェンダー及び社会開発を担当する品質成果局第４課長として入行。ジェンダー

と社会開発上の問題を主流化するための業務を行っている。 

アフリカ開発銀行入行以前は、コートジボワール政府首相の経済・ガバナンス担当特別顧問、2006年にはコー

トジボワール政府グッドガバナンス担当国務大臣を務めた。アフリカ能力開発基金の役員も兼務。 
 

○田中由美子 （ＪＩＣＡ国際協力専門員） 

 国連アジア太平洋経済社会委員会(ESCAP)、国際協力機構（JICA）社会開発協力部長などを経て、現職は JICA

国際協力専門員（ジェンダーと開発）。放送大学や東京大学社会科学研究所の非常勤講師、アジア開発銀行ジェン

ダー外部委員なども務める。 

アジア、アフリカ地域を中心に「ジェンダーと開発」分野の国際協力に従事。現在、アジアではメコン地域の

人身取引対策、アフリカではタンザニアを初めとして農村開発におけるジェンダー課題に取り組んでいる。 


